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【手続補正書】
【提出日】平成22年1月14日(2010.1.14)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　本体枠と、当該本体枠に対して開閉可能に支持される第１扉部材と、を備えた遊技機に
おいて、
　前記第１扉部材に設けられて当該第１扉部材に対して開閉可能に支持される第２扉部材
と、
　前記第１扉部材および第２扉部材を閉状態に施錠する施錠装置と、
　を備え、
　前記施錠装置は、鍵が挿入される鍵穴を前記第１扉部材の前面側に備え、前記鍵穴に挿
入された鍵が第１の方向に回動操作されることで前記第１扉部材を解錠するとともに、前
記鍵穴に挿入された鍵が第１の方向とは異なる第２の方向に回動操作されることで前記第
２扉部材を解錠するものであり、
　前記鍵穴に挿入された鍵が第１の方向に回動操作されて所定の回動位置に達するとその
回動位置で第２方向には回動不能で、かつ、抜けないように当該鍵を固定する固定手段と
、
　前記第１扉部材の裏面側に設けられた、前記固定手段による鍵の回動・抜け固定を解除
する固定解除手段と、
　を備えていることを特徴とする遊技機。
【請求項２】
　請求項１に記載の遊技機において、
　前記第１扉部材は、前記本体枠に係止する鉤部材を備え、
　前記施錠装置は、前記鍵穴に挿入された鍵が第１の方向に回動操作されることで、前記
鉤部材を前記本体枠への係止が解除された開位置に変位し、前記第１扉部材を解錠するも
のであり、
　前記固定手段は、前記鍵を回動位置に固定した状態において前記鉤部材を開位置に固定
している
　ことを特徴とする遊技機。
【請求項３】
　請求項１または請求項２に記載の遊技機において、
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　前記固定解除手段は、前記固定手段による前記鍵の回動固定を解除すると、前記鍵を前
記鍵穴に対して挿抜可能な中立位置に自動的に戻す自動復帰手段
　を備えていることを特徴とする遊技機。
【請求項４】
　請求項３記載の遊技機において、
　前記固定解除手段は、前記固定手段による前記鍵の回動固定状態のままで前記第１扉部
材を前記本体枠に閉じる際に、前記第１扉部材の所定箇所が前記本体枠の対応する箇所に
接触して押されることで前記自動復帰手段が動作して、前記固定手段による前記鍵の回動
固定が自動的に解除されるとともに、前記自動復帰手段による前記鍵の中立位置への自動
復帰に連動して前記鉤部材が閉位置に変位して前記施錠装置による前記第１扉部材の施錠
がされるようになっている
　ことを特徴とする遊技機。
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